
  

 

令和６年度第1 回 益田市障がい者自立支援協議会 全体会次第 

 

日時：令和６年10 月 16日（水）10:00～11:00 

会場：益田市役所 大会議室 

 

 

1 開会 

2 福祉環境部長あいさつ 

3 副会長あいさつ 

4 令和 6年度益田市障がい者自立支援協議会の概要及び専門部会等の所属について 

【資料1】 

5 部会長の指名について 

 

6 報告事項 

相談支援会議の上半期活動状況について              【資料 2】 

 

7 議題 

（1）第6期益田市障がい福祉計画、第2期益田市障がい児福祉計画の振り返りについて 

                                  【資料 3】 

（2）第6期益田市障がい者基本計画、第7期益田市障がい福祉計画、第3期益田市障が

い児福祉計画の推進について                   【資料 4】 

 

 

8 その他 

   

 

9 閉会 



                                       

                          

                          

                                       
 

資料１ 

 

益田市障がい者自立支援協議会 運営図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●専門部会 （開催頻度：随時、構成員：各事業所等現場レベル・協議会委員） 

・課題別に具体的な検討 

・検討結果を全体会へ報告 

 

●相談支援会議 （開催頻度：毎月、構成員：相談支援事業所・基幹相談支援センター・市） 

・情報共有 

・事例検討 

・個別の課題検討 

 

●精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム（コア会議） 
（開催頻度：2～３回/年、構成員：松ヶ丘病院・基幹相談支援センター・益田保健所・市） 

 

●運営会議 （開催頻度：随時、構成員：会長・副会長・部会長・副部会長・市 ） 

・課題整理・分析 

・専門部会・全体会の運営管理 

●全体会 

・地域課題を共有し、専門部会へ協議を指示 

・施策提案 

・計画の推進 

・計画の進捗管理 

・施策提案 

（行政へ） 

・施策実施協力依頼 

（関係機関等へ） 

（開催頻度：年 2 回程度、構成員：協議会委員・市） 

連
携 



■就労・社会参加支援部会 部会長：　　　　　　副部会長：

団体名 委員部会所属 団体名 氏名

益田障がい者就業・生活支援センター エスポア 所　長　　中島　強志 益田保健所　保健師

ＮＰＯ法人きずな ひまわり家 所　長　　隅田　典宏

益田公共職業安定所 統括職業指導官　狩野　秀夫

株式会社 ジャスティス・ジャパン 代表取締役　　山口　育美

益田地域家族会 理　事　　澤江　功一

益田地域医療センター 医師会病院 作業療法士　　川﨑　訓明

サポートセンター ＦＯＨ 施設長　　檜谷　佳誉子 事務局

島根県西部発達障害者支援センター ウインド 野村　哲也 障がい者福祉課

島根県立益田養護学校 校　長　　　落合　由美

■障がい福祉人材育成部会 部会長：　　　　　副部会長：

団体名 委員部会所属 団体名 氏名

障がい者支援施設 ラポール宝生苑 施設長　　牧原　直也 益田保健所　保健師

相談支援事業所 ぷらっと 管理者　　池永　綾子 障がい者福祉課

相談支援事業所 ほっと 管理者　　福原　直美

島根県益田児童相談所 判定保護課長　玉木　秀憲 事務局

西部島根医療福祉センター あゆっこ益田 主　任　　古川　和子 基幹相談支援センター

■障がい理解促進部会 部会長：　　　　　　副部会長：

団体名 委員部会所属 団体名 氏名

益田市基幹相談支援センター 主任生活相談員　野村　健 益田保健所　保健師

益田市身体障害者福祉協会 副会長　　　安部　利一

益田市障害者福祉センター あゆみの里 施設長　　　野村　長典

正光会　松ヶ丘病院 統括部長　　枡本　典子

障がい者支援施設 希望の里 施設長　　　望月　浩幸

地域生活支援センター ポケットプラザ 所　長 　　　後藤　美穂子

益田圏域難病患者・家族連絡会 共同代表　水上　真一 事務局

益田市社会福祉協議会 地域福祉部長　中島 克仁

益田市民生児童委員協議会 副会長　　　寺戸　弘明

令和6年度　益田市障害者自立支援協議会委員　専門部会

障がい者福祉課



令
和

6
年

1
0
月

1
6
日
（
水
）
全
体
会
資
料

 

令
和

6
年
度

 
益
田
市
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

 
相
談
支
援
会
議

 
上
半
期

 
振
り
返
り

 

日
程

 
１
．
確
認
事
項

 
２
．
協
議
・
伝
達
事
項

 
３
．
新
規
ケ
ー
ス

 
４
．
取
り
組
み

 
５
．
そ
の
他

 

4
/1

8
 

・
特
に
意
見
な
し

 
・
今
年
度
の
障
が
い
者
福
祉
課
の
体
制

 

・
あ
ゆ
っ
こ
益
田
に
つ
い
て

 

・
令
和

5
年
度
下
期
事
業
所
訪
問
（
ミ
ニ

事
例
検
討
）
報
告

 

・
今
年
度
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

・
入
退
院
を
繰
り
返
す
、

主
治
医
と
の
連
携

 

・
0
歳
の
難
病
、
親
の

意
向
に
寄
り
添
い
、
関

係
機
関
と
情
報
共
有

 

・
意
見
交
換
会
：
島
根
県
ひ

き
こ
り
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域

拠
点
「
い
っ
ぽ
」
の
紹
介

 

・
報
酬
改
定
、
加
算
に
関

す
る
こ
と
の
確
認

 

5
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6
 

・
特
に
意
見
な
し

 
・
障
が
い
者
福
祉
課
担
当
者
あ
い
さ
つ

 

・
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
に
つ
い
て
確
認

 

・
あ
ゆ
っ
こ
益
田
に
つ
い
て

 

・
県
外
か
ら
来
た
、
男

性
へ
の
依
存
あ
り
、
課

題
が
複
合
化
し
て
い
る

 

・
一
般
就
労
を
考
え
る

と
意
向
あ
り
、
以
前
も

音
信
不
通
に
な
っ
た

 

・
事
例
検
討
：『

絵
の
仕
事
で

独
立
し
た
い
』
と
い
う
目
標

あ
り
、
い
ろ
ん
な
人
格
を
持

ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

 

・
認
定
調
査
の
研
修
日
程

確
認

 

・
重
層
的
な
相
談
支
援
体

制
の
話
に
つ
い
て
確
認

 

6
/2

0
 

・
特
に
意
見
な
し

 
・
子
ど
も
家
庭
庁
よ
り
、
医
療
機
関
と
の

連
携
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
書
の
サ
ン
プ
ル
が
示
さ
れ
た

 

・
ネ
ッ
ト
の
詐
欺
被
害

 

・
感
情
表
出
が
な
い

 

・
ゴ
ミ
屋
敷

 

・
世
帯
で
の
複
合
化
し

た
課
題

 

・
医
療
的
ケ
ア
児
、
保

育
所
の
受
け
入
れ

 

・
母
は
本
人
が
独
り
に

な
っ
た
時
が
心
配

 

・
意
見
交
換
会
：
重
層
的
な

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
の

話
、
意
見
交
換
（
福
祉
総
務

課
）

 

・
癒
し
の
空
間
ハ
ー
ト
、

フ
ロ
ム
ハ
ー
ト
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・
特
に
意
見
な
し

 
・
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
利
用
に
つ
い
て

 
・
宗
教

2
世

 

・
計
画
相
談
・
ヘ
ル
プ

受
け
入
れ
が
困
難

 

・
事
例
検
討
：
収
支
に
あ
っ

た
生
活
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
も
ら
う
か
？

 

・
市
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
に

つ
い
て
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9
 

・
特
に
意
見
な
し

 
・
安
心
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

・
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
山
口
に
つ
い
て

 

・
兄
弟
の
支
援
、
障
が

い
の
理
解

 

・
緊
急
時
の
対
応

 

・
継
続
ケ
ー
ス
、
就
労

支
援
で
調
整

 

・
事
例
検
討
：
障
が
い
の
特

性
に
よ
り
介
護
保
険
へ
移
行

が
難
し
い

 

・
浜
田
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
つ
い
て

 

・
市
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
に

つ
い
て

 

9
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8
 

・
共
同
生
活
ホ
ー
ム
の
体
験
部
屋
が

居
室
へ
変
更
と
な
る
。

 

・
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
基
幹
が
障

害
者
支
援
施
設
と
医
療
機
関
へ
現
状

の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
き
、
情
報

共
有
し
て
い
く
。

 

・
G

H
ふ
ぁ
み
り
え
の
紹
介

 

・
個
別
避
難
計
画

 

・
障
が
い
の
特
性
も
あ

り
、
経
済
・
就
労
面
で

の
課
題

 

・
就
労
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
生
活
リ
ズ

ム
の
整
え
方

 

・
上
半
期
の
振
り
返
り
：
介

護
保
険
と
の
連
携
、
事
例
検

討
を
行
っ
た
半
年
後
、
協
議

伝
達
事
項
で
報
告
す
る
、
社

会
資
源
の
不
足
及
び
計
画
相

談
対
応
に
つ
い
て
確
認
。

 

・
1

0
/1

6
自
立
支
援
協
議
会

開
催

 

・
市
内
事
業
所
の
状
況
確

認
 

４
．
事
例
検
討
・
意
見
交
換

 

日
程

 
年
代

 
障
害
種
別

 
事
例
内
容
・
意
見
交
換

 
担
当

 
実
施
内
容
（
振
り
返
り
・
事
例
検
討
後
の
状
況
）
・
地
域
課
題
な
ど

 

4
/1

8
 

 
 

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
現
状
報
告
、
令
和

6
年

度
の
取
り
組
み
、
心
体
相
研
修
報
告
、
意
見
交

換
な
ど

 

い
っ
ぽ

 

・
小
原
セ
ン
タ
ー
長
が
出
席
、
い
っ
ぽ
の
説
明
と
質
疑
な
ど
を
行
う
。

 

・
医
療
の
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
が
強
み
。

 

・
開
所
し
て

3
年
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

 

・
社
会
参
加
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。

 

・
家
族
、
本
人
が
動
か
な
い
場
合
、
個
人
情
報
な
ど
も
あ
り
、
同
意
な
し
で
の
介
入

が
で
き
な
い
、
情
報
共
有
が
課
題
。

 

5
/1

6
 

1
0
代

 
発
達
・
精
神

 

1
0
代
男
性
、
発
達
・
精
神
の
ケ
ー
ス
、『

絵
の

仕
事
で
独
立
し
た
い
』
と
い
う
目
標
あ
り
、
い

ろ
ん
な
人
格
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。

 

ラ
ポ
ー
ル

 

・
人
格
か
い
離
、
人
格
の
集
約
や
少
な
く
な
る
と
い
い
、
就
労

B
型
も
や
め
て

5
～

6
名
に
な
っ
て
い
る
。
過
ご
す
場
と
し
て
、
ま
す
だ
ハ
ッ
チ
に
見
学
へ
行
き
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
も
あ
ら
た
に
相
談
、
障
が
い
年
金
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

 

・
課
題
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
が
増
え
て
い
る
（
モ
デ
ル
や
手
が
け
た
物
が
世
に
出

る
こ
と
を
希
望
）
が
、
現
実
と
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
。

 

・
ま
す
だ
ハ
ッ
チ
で
も
絵
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。
前
の
め
り
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
情
報
も
調
整
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

 



6
/2

0
 

 
 

重
層
的
な
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
話
、
意

見
交
換
な
ど

 

福
祉
総
務

課
 

・
福
祉
総
務
課
吉
川
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん
が
出
席
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
概
要
、

益
田
市
の
取
り
組
み
状
況
の
説
明
、
意
見
交
換
を
行
う
。

 

・
ひ
と
ま
る
会
議
に
つ
い
て

 

「
ケ
ー
ス
対
応
に
苦
慮
し
て
、
助
言
な
ど
が
欲
し
い
」
「
支
援
拒
否
の
困
難
さ
を
感

じ
て
い
る
」
等
の
意
見
あ
り
。

 

・
支
援
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
で
き
る
よ
う
対
応
し
い
て
い
く

 

・「
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
か
？
」
次
の
展
開
が
見
え
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
る
。 

・
支
援
者
支
援
が
重
要
、
シ
ー
ト
か
ら
見
え
て
こ
な
い
課
題
も
あ
る
。

 

7
/1

8
 

3
0
代

 
知
的
・
精

神
 

収
支
に
あ
っ
た
生
活
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
も
ら
う
か
？
本
人
の
希
望
、
外
の
作
業
も
増

や
し
て
い
き
た
い
、
体
調
管
理
を
き
ち
ん
と
し

た
い
。

 

そ
ら

 

・
主
治
医
に
も
相
談
し
た
、
関
係
機
関
と
振
り
返
り
し
た
方
が
い
い
と
コ
メ
ン
ト
。

 

・
保
佐
人
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
、
本
人
と
話
を
す
る
予
定
。

 

・
本
人
と
は
そ
の
都
度
、
定
期
的
に
対
応
す
る
。
関
係
機
関
と
共
通
認
識
で
お
金
が

な
く
な
る
。

 

・（
課
題
）
最
近
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
買
っ
た
、
昨
夜
な
く
な
っ
た
訴
え
あ
り
。

支
援
者
が
探
し
、
警
察
に
も
連
絡
し
た
。
収
入
が
少
な
い
中
で
な
ぜ
買
っ
た
？
少
な

い
中
で
の
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
本
人
と
話
を
し
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
買
い
物

を
す
る
。
本
人
か
ら
「
お
金
が
少
な
い
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と
相
談
も
あ
っ
た
。 

・
本
人
と
面
談
を
す
る
予
定
。
今
後
、
会
議
の
中
で
あ
げ
さ
せ
て
も
ら
い
、
振
り
返

り
が
で
き
る
と
い
い
。
支
援
の
こ
と
で
も
模
索
の
状
況
も
あ
る
。

 

8
/1

9
 

6
0
代

 
聴
覚
・
視

覚
 

最
近
、
手
話
や
筆
談
で
の
や
り
取
り
が
難
し
く

な
り
、
触
手
話
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

本
人
の
希
望
、
不
安
は
あ
る
け
ど
家
で
生
活
し

た
い
。
旅
行
へ
行
き
た
い
。
（
兄
を
お
い
て
い

け
な
い
）

 

ほ
っ
と

 
・
旅
行
は
先
延
ば
し
と
な
っ
た
、
介
護
保
険
と
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。

 

9
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8
 

 
 

上
半
期
の
振
り
返
り

 
基
幹

 

・
介
護
保
険
と
の
連
携
の
必
要
性
。

 

・
事
例
検
討
を
行
っ
た
半
年
後
、
協
議
伝
達
事
項
で
報
告
し
て
い
く
。

 

・
社
会
資
源
の
不
足
及
び
計
画
相
談
対
応
の
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

 

 



※評価欄（Ａ:目標を上回った、Ｂ:概ね目標どおり、Ｃ:目標を下回った、Ｄ:目標を大きく下回った）を記入

１．福祉施設の入所者の地域生活への移行

（単位:人）

＜参考＞

目標 新規入所者

削減人数 (R5年度末) (R05年度)

① ①－④ ⑤ ⑥ ⑦

85 0 5 0 7

評価

Ｃ

２．精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築

（単位:回）

精神障がい者の各サービス利用者数 （単位:人）

３．地域生活支援拠点等の整備 ※設置数を記載

（単位:箇所）

４．障がい児支援の提供体制の整備等 ※設置数を記載

（単位:箇所）

（単位:人）

目標 R05年度
実績

評価 現状分析・計画達成のための課題
(R5年度末)

新規で事業所設置

1

目標 R05年度
実績

評価 現状分析・計画達成のための課題
(R5年度末)

1

新規で事業所設置

新規で事業所設置

関係機関と連携して設置のための話し合いを進めていく

Ｂ

Ａ

1

Ｄ

目標 R05年度
実績

評価 現状分析・計画達成のための課題
(R5年度末)

自立生活援助 0 0 Ｂ 益田市としてサービス実施がない。

共同生活援助 0 28 Ａ GHの空きがない状況もあり、経年的に人数に変化がない。

地域定着支援 0 0 Ｂ
対象者の高齢化のため、病院から高齢者向け施設等への移行なる
ケースが多く、なかなか実績がない。

地域移行支援 0 0 Ｂ
対象者の高齢化のため、病院から高齢者向け施設等への移行なる
ケースが多く、なかなか実績がない。

医療的ケア児支援のた
めのコーディネーター

の設置
5 2 Ｄ 目標未達成のため、引き続きコーディネーター確保に努める。

第6期市町村障がい福祉計画・第2期市町村障がい児福祉計画進捗管理　（R5年度）

引き続き協議の場を設けるＢ設置済設置済
医療的ケア児のための

協議の場の設置

保育所等訪問支援

児童発達支援センター

主に重症
心身障が
い児を支
援する

放課後等デ
イサービス

児童発達支
援事業所

1

2

0

1 1 Ｂ

地域生活支援拠点等が
有する機能の充実
（検証・検討）

1 1 Ｂ
益田市障がい者自立支援協議会相談支援会議で状況の把握・共
有・拡充について検討。

目標 R05年度
実績

評価 現状分析・計画達成のための課題
(R5年度末)

地域生活支援拠点等 8 8 Ｂ

目標 R05年度
実績

評価

面的整備にて実施済

現状分析・計画達成のための課題
(R5年度末)

※現状分析・課題欄には、計画策定時からの状況の変化や計画達成に向けた取組課題などを記入

現状分析・計画達成のための課題

保健、医療、福祉関係者よる協議の場は設置できたが、にも包括
の取組に至らないことが多く、次年度から益田市自立支援協議会
内に協議の場を設置することとした。

R5年度末
時点

②

83

現状分析・計画達成のための課題

在宅サービスの量的・質的充実が必要

目標

(R5年度末)

R1年度末
時点

R05年度
実績

保健、医療、福祉関係
者による協議の場の設
置

1 1

評価

Ｂ

地域生活移行者数

85

R05年度
実績

施設入所者数

R05年度実績目標

(R5年度末)

①－②

2

R5.3.31

③

R6.3.31

④

84
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５．障害福祉サービス等見込量

(１) 訪問系サービス

時間 人 時間 人 時間 人
居宅介護、重度訪問介
護、同行援護、行動援
護、重度障害者等包括支
援

1,206 130 830 96 68.8% 73.8% Ｃ

(２) 日中活動系サービス

人日 人 人日 人 人日 人

生活介護 3,579 216 3,086 181 86.2% 83.8% Ｂ

自立訓練（機能訓練） 0 0 0 0 － － Ｂ

自立訓練（生活訓練） 80 7 19 4 23.8% 57.1% Ｃ

就労移行支援 60 6 2 5 3.3% 83.3% Ｂ

就労継続支援（Ａ型） 850 45 699 42 82.2% 93.3% Ｂ

就労継続支援（Ｂ型） 3,114 155 2,389 155 76.7% 100.0% Ｂ

就労定着支援 0 2 1 1 0.0% 50.0% Ｃ

療養介護 20 18 90.0% Ｂ

短期入所（福祉型） 220 34 155 45 70.5% 132.4% Ａ

短期入所（医療型） 10 2 7 1 70.0% 50.0% Ｃ

(３) 居住系サービス

人 定員数 人 定員数 人日 人

自立生活援助 0 0 0 － Ｂ

共同生活援助
（グループホーム）

100 113 112 113.0% Ｂ

施設入所支援 87 85 97.7% Ｂ

(４) 相談支援

計画相談支援 Ｂ

地域移行支援 Ｃ

地域定着支援 Ｃ

(５) 障がい児を対象としたサービス

人日 人 人日 人 人日 人

児童発達支援 96 24 431 46 449.0% 191.7% Ａ

医療型児童発達支援 0 0 0 0 － － Ｃ

放課後等デイサービス 1,398 153 1,616 115 115.6% 75.2% Ｂ

保育所等訪問支援 7 7 0 0 － － Ｄ

居宅訪問型児童発達支援 0 0 0 0 － － Ｃ

障害児相談支援 46 162 352.2% Ａ

退所者が少なく、新規入所が難しい状況。

市内に事業所がなく、今後検討が必要。

サービスの必要性について検討が必要。

サービスの必要性について検討が必要。

見込み通り実施。

現状分析・計画達成のための課題

退所者が少なく、新規入所が難しい状況。

R05年度
評価 現状分析・計画達成のための課題見込み 実績 達成率

見込み通り実施できた。

事業所の休止等に伴い、実績が伸びていな
い。

R05年度
評価 現状分析・計画達成のための課題見込み 実績 達成率

見込み通り実施できた。

益田市としてサービスを実施していない。

他のサービスへの移行のため、人数が減少。

直B利用の方のみの利用となっている。

見込み通り実施できた。

サービス終了となり昨年度より2名減。

入退所に変化なく、見込み通り。

サービス決定はしているが、利用がないケースも
ある。

益田市内の医療機関では実施なし。

R05年度
評価 現状分析・計画達成のための課題見込み 実績

R05年度
評価

見込み（人） 実績（人）

5 0 －

達成率

達成率

160 137 85.6%

4 1 25.0%

評価見込み 実績
R05年度

支援の必要な児童が増加した。

達成率

支援の必要な児童が増加した。

益田市での実施がない。

サービスの利用は十分であるが、人数が目標未達
成。今後、児童発達支援の対象者が放デイを利用
すれば目標達成に近づくと考える。

１つの事業所はサービス休止、もう１つの事業所
はサービス利用申請がなかった。

益田市での実施がない。

現状分析・計画達成のための課題



６．相談支援体制の充実・強化等

Ｂ

地域の相談支援事業者に対する訪問等によ
る専門的な指導・助言件数

Ｂ

地域の相談支援事業者の人材育成の支援件
数

Ｂ

地域の相談機関との連携強化の取組の実施
回数

Ｂ

７．障害福祉サービスの質を向上させるための取組

Ｂ

Ｂ

８．地域生活支援事業

計画 実績 達成率

(有=1
無=0) 1 1 100.0% Ｂ

(有=1
無=0) 1 0 － Ｃ

３　相談支援事業

(１) 障害者相談支援事業(実施箇所数) 箇所 5 5 100.0% Ｂ

　　基幹相談支援センターの設置 (有=1
無=0) 1 1 100.0% Ｂ

(有=1
無=0) 1 1 100.0% Ｂ

(有=1
無=0) 0 0 －

人 3 0 － Ｃ

(有=1
無=0) 1 0 － Ｃ

件 170 245 144.1% Ａ

人 4 2 50.0% Ｃ

(１) 介護・訓練支援用具 件 4 0 － Ｃ

(２) 自立生活支援用具 件 6 7 116.7% Ａ

(３) 在宅療養等支援用具 件 7 5 71.4% Ｂ

(４) 情報・意思疎通支援用具 件 10 9 90.0% Ｂ

(５) 排泄管理支援用具 件 1,050 1,085 103.3% Ｂ

(６) 居宅生活動作補助用具(住宅改修費) 件 1 2 200.0% Ａ

人 30 12 40.0% Ｃ

人 75 54 72.0% Ｂ

時間 1,850 2,844 153.7% Ａ

箇所 2 2 100.0% Ｂ

人 130 40 30.8% Ｃ

評価 現状分析・計画達成のための課題
見込み 実績 達成率

単位
R05年度

評価

R05年度

総合的・専門的な相談支援(有:1 無:0） 1 1

７　日常生活用具給付等事業

４　成年後見制度利用支援事業(実利用者数)

１　理解促進研修・啓発事業

２　自発的活動支援事業

(２) 基幹相談支援センター等機能強化事業

(３) 住宅入居等支援事業

９　移動支援事業

(上段:実利用者数､下段:延べ利用時間数)

10　地域活動支援センター

(上段:実施箇所数､下段:実利用者数)

現状分析・計画達成のための課題

障害者差別解消法についての講演会実施。参加者90名

取組実績なし。今後の取組として要検討。

８　手話奉仕員養成研修事業(講習修了者数)
講習者は13名だが、要件を満たさなかったため12名が修了となった。
研修への参加者が少ないのは講習期間が長いことも一因と考える。

５　成年後見制度法人後見支援事業

６　意思疎通支援事業

(１) 手話通訳者･要約筆記者派遣事業(実利用件
数)

(２) 手話通訳者設置事業(実設置者数)

100%
地域の相談支援体制の中核を基幹相談支
援センターが担っている。

地域
の相
談支
援体
制の
強化

有 12

益田市障がい者自立支援協議会相談支援
会議を活用して取組を実施

有 12

有 12

R05年度
評価 現状分析・計画達成のための課題

見込み 実績 達成率

障害福祉サービス等に係る各種研修の活用
（参加人数）

0 0 － 人数把握は行っていない。

障害者自立支援審査支払等システムによる
審査結果の共有(有:1 無:0）

0 0 －
相談支援事業所と連携がとれているため
実施予定なし。

現体制では、新たな受け入れが困難な状況にある。

２名のまま変化なし。次年度１名増の予定。

社会福祉協議会が実施する「入居債務保証支援事業」で同様の
支援を実施している。

ニーズが少ない。

ニーズが少ない。



頁
数

課
　
　
題

理
　
　
　
由

P
2
7

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現

障
が
い
に
対
す
る
理
解
の
促
進
、
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
。

P
2
8
(1
)

障
害
者
差
別
解
消
法
や
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

多
く
の
方
に
届
く
よ
う
な
啓
発
活
動
は
引
き
続
き
必
要
と
感
じ
ま
す
。

P
3
1
(3
)

市
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
等
の
開
催
に
よ
る
福
祉
教
育
の
推
進

市
内
で
開
催
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
数
が
少
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
継
続
し
て
も
開
催
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
必
要
。

P
3
3
(3
)

災
害
時
対
応
、
個
別
支
援
計
画
等
に
つ
い
て

P
3
3
(3
)

災
害
時
に
迅
速
に
障
害
者
が
避
難
で
き
る
地
域
づ
く
り

災
害
時
に
障
害
者
が
助
か
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
は
地
域
に
あ
る
た
め
。

P
3
3
(3
)

緊
急
時
、
災
害
時
の
体
制
整
備

災
害
時
安
全
確
保
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
福
祉
避
難
所
に
直
接
避
難
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
、
特
に
医
療
的
ケ
ア
は
必
要
な
方
が
確
実
に
医
療
を
受
け
ら

れ
る
避
難
先
の
確
保
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

P
3
3
(3
)

緊
急
時
、
災
害
時
の
体
制
整
備

障
が
い
の
特
性
に
よ
り
、
ど
う
い
う
こ
と
が
課
題
か
現
状
把
握
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

P
3
7
,P
5
4
(5
)
障
が
い
児
支
援
の
提
供
体
制
の
整
備
等

重
度
心
身
障
が
い
児
、
医
療
的
ケ
ア
児
、
行
動
障
が
い
の
あ
る
児
童
へ
の
適
切
な
援
助
、
支
援
が
行
わ
れ
る
体
制
の
整
備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
。

P
3
7
,P
5
4
(5
)
障
が
い
児
支
援
対
策
・
子
育
て
支
援

対
象
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

P
3
7
,P
7
2

福
祉
人
材
の
不
足
（
無
資
格
含
む
）

資
格
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
募
集
し
て
も
来
な
い
。
働
い
て
い
る
人
も
若
い
人
が
少
な
い
為
、
人
事
配
置
や
事
業
内
容
に
苦
慮
す
る
。

P
3
7
,P
7
2

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所

の
職
員
の
人
材
確
保
と
質
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

研
修
会
、
福
祉
で
働
く
人
へ
向
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
質
の
向
上
、
離
職
の
歯
止
め
等
を
目
的
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
継
続

し
て
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

P
3
7
,P
7
2

居
宅
介
護
支
援
体
制
（
時
間
外
、
男
性
不
足
等
）

P
3
7
,P
7
2

人
材
確
保
（
事
業
所
）

相
談
支
援
会
議
や
重
心
、
聴
覚
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
、
も
し
く
は
事
業
所
が
不
足
、
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
目
標
（
視
点
）
を
持
ち
、

取
組
む
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

P
3
9

地
域
生
活
支
援
体
制
の
充
実
・
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
支
援
の
充
実

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
送
れ
る
よ
う
支
え
る
こ
と
が
必
要
。

P
4
0
(2
)

地
域
生
活
の
充
実

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
訪
問
型
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
住

民
の
障
が
い
理
解
の
促
進
を
含
め
普
及
啓
発
活
動
が
重
要
で
あ
る
た
め
。

P
4
1
(1
）

必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

A
L
S
等
の
神
経
難
病
患
者
で
、
人
工
呼
吸
器
装
着
や
長
期
療
養
が
必
要
に
な
っ
た
方
の
入
院
・
入
所
先
が
な
く
、
市
外
へ
流
出
し
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
地

域
で
最
後
ま
で
生
活
で
き
る
医
療
（
介
護
）
提
供
体
制
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

P
4
3

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

学
校
を
卒
業
後
、
一
度
は
就
労
し
た
も
の
の
、
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
り
、
事
業
所
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。
働
く
こ
と
に
向
か
え
な
く

な
っ
た
時
の
行
き
場
、
受
け
皿
と
い
っ
た
観
点
で
の
市
の
状
況
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
整
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
も
の
で

し
ょ
う
か
。

P
4
3

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

雇
用
・
就
労
の
場
面
で
は
お
手
伝
い
出
来
る
か
と
思
い
ま
す

P
4
3

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
保
育
・
就
労
分
野
で
と
の
連
携

連
携
が
不
十
分
に
感
じ
る
時
、
ど
こ
ま
で
介
入
す
べ
き
か
な
ど
不
明
確
だ
と
感
じ
る
所
は
あ
り
ま
す
。

P
5
2
(3
)

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
機
能
の
整
備
に
つ
い
て
す
す
め
て
い
な
い
。
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
ふ
り
返
り
、
共
有
が
で
き
れ
ば
よ
い
か
と
。

生
活
支
援

生
活
す
る
障
が
い
（
不
自
由
さ
）
を
有
す
る
人
は
、
個
々
の
不
安
・
心
配
事
を
抱
い
て
も
、
行
政
が
縦
割
り
で
事
務
的
処
理
（
対
応
）
で
総
合
的
に
対
応
が

な
い
の
で
、
き
め
細
か
な
対
応
が
出
来
か
ね
て
い
る
。
従
い
、
市
職
員
が
手
帳
な
ど
の
申
込
み
・
相
談
を
受
け
た
際
に
、
「
他
に
心
配
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
対
応
の
配
慮
が
あ
る
か
な
い
か
で
大
き
く
違
う
だ
ろ
う
。
市
職
員
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

自
死
対
策
（
ひ
き
こ
も
り
・
未
就
労
）

地
域
で
障
が
い
の
あ
る
方
の
余
暇
充
実
に
向
け
て
の
取
組

部
会
と
支
援
団
体
と
の
連
携
や
協
働
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
部
会
だ
け
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
。

安
心
い
き
い
き
プ
ラ
ン
（
第
6
期
益
田
市
障
が
い
者
基
本
計
画
、
第
7
期
益
田
市
障
が
い
福
祉
計
画
、
第
3
期
益
田
市
障
が
い
児
福
祉
計
画
）
に
基
づ
き
、
優
先
し
て
取
組
べ
き
課
題
　
　
　
　
　
　
　
R
6
.1
0
.1
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令和 6年度益田市障がい者自立支援協議会委員名簿 

 

所 属 職 名 委員名 備考 

益田市基幹相談支援センター 主任生活相談員 野村 健  

地域生活支援センター ポケットプラザ 施設長 後藤 美穂子  

益田市障害者福祉センター あゆみの里 施設長  
福原 直美  

相談支援事業所 ほっと 管理者 

障がい者支援施設 ラポール宝生苑 施設長 牧原 直也  

相談支援事業所 ぷらっと 管理者 池永 綾子  

サポートセンター ＦＯＨ 施設長 檜谷 佳誉子  

西部島根医療福祉センター あゆっこ益田 主任 古川 和子  

株式会社 ジャスティス・ジャパン 代表取締役 山口 育美  

ＮＰＯ法人きずな ひまわり家 所長 隅田 典宏  

益田市社会福祉協議会 地域福祉部長 中島 克仁  

障がい者支援施設 希望の里 施設長 望月 浩幸  

益田障がい者就業・生活支援センター エスポア 所長 中島 強志  

島根県西部発達障害者支援センター ウインド 副センター長 石田 英巳 欠 

正光会 松ヶ丘病院 統括部長 枡本 典子  

益田地域医療センター 医師会病院 作業療法士 川﨑 訓明 欠 

島根県益田保健所 所長 梶浦 靖二 欠 

益田市民生児童委員協議会 副会長 寺戸 弘明  

益田市身体障害者福祉協会 副会長 安部 利一  

益田公共職業安定所 統括職業指導官 狩野 秀夫  

島根県益田児童相談所 判定保護課長 玉木 秀憲 欠 

島根県立益田養護学校 校長 落合 由美  

益田市手をつなぐ育成会 監査 露口 愼二 欠 

益田地域家族会 理事 澤江 功一 欠 

益田圏域難病患者・家族連絡会 共同代表 水上 真一  

 

 

 

 

 


